
２
０
１
１
年

次
代
を
拓
く
京
滋
の
優
良
企
業
ト
ッ
プ
に
聞
く

新興国向けに開発した紙折り
機「ＡＦ―７６２ＫＬＬ」

主力製造拠点の信楽工場

最先端技術を結集した「ピ
コ秒レーザー発振器」は微
細な加工ニーズに応える

堀英二郎副社長太陽精機

片岡宏二社長片岡製作所

坂口康一社長近江鍛工

製
本
工
程
機
、
拡
大
期
待
市
場
浸
透
が
カ
ギ
に
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
ー

品
質
向
上
へ
投
資
継
続
一
段
ア
ッ
プ
目
指
す
技
能
・
精
度

顧
客
ニ
ー
ズ
、
最
優
先
に
攻
め
の
経
営
を
貫
く
先
見
据
え
た
開
発
で

　　 ２０１１年 平成２３年 １月２８日 金曜日 【広告特集】 （ ）

　
―
２
０
１
０
年
の
事
業
環

境
は
ど
う
で
し
た
か
。

　
「
建
設
機
械
、
ベ
ア
リ
ン

グ
向
け
な
ど
は
好
調
だ
っ
た

が
、
大
型
造
船
関
連
な
ど
は

厳
し
か
っ
た
。
汚
泥
や
汚
水

と
い
っ
た
環
境
関
連
も
ま
だ

動
き
が
鈍
い
。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
が
響
き
、
売
上
高

が
約
１
７
０
億
円
ま
で
落
ち

込
ん
だ

年

月
期
に
比
べ

る
と
、
生
産
量
は

―

％

程
度
は
増
え
て
お
り
、

年

月
期
の
売
上
高
は
前
年
度

を
上
回
る
見
込
み
。
利
益
面

で
は
他
社
と
の
競
争
激
化
や

原
料
高
な
ど
も
あ
っ
て
微
増

に
と
ど
ま
る
の
で
は
」

　
―
コ
ス
ト
削
減
へ
の
取
り

組
み
は
。

　
「
熱
処
理
か
ら
成
形
、
検

品
ま
で
の
一
貫
生
産
体
制
を

構
築
、
品
質
、
納
期
、
コ
ス

ト
面
で
も
顧
客
ニ
ー
ズ
に
柔

軟
に
対
応
し
て
い
る
。
グ
ロ

ー
バ
ル
競
争
に
勝
ち
抜
く
た

め
に
は
海
外
進
出
や
海
外
調

達
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
。

設
備
産
業
の
鍛
造
事
業
は
移

設
に
要
す
る
コ
ス
ト
が
大
き

く
、
現
状
で
は
海
外
進
出
は

考
え
て
い
な
い
。
人
件
費
の

削
減
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

っ
て
も
国
内
で
自
動
化
、
省

力
化
な
ど
を
進
め
た
ほ
う
が

ベ
タ
ー
だ
。
原
材
料
の
海
外

調
達
に
つ
い
て
も
価
格
や
品

質
な
ど
を
総
合
し
て
検
討
し

た
。
一
般
的
に
は
国
産
鋼
材

よ
り
輸
入
品
は
安
い
が
、
こ

れ
ま
で
の
取
引
ル
ー
ト
か
ら

ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
価
格
で

仕
入
れ
て
い
る
。
日
本
は
し

が
ら
み
と
助
け
合
い
で
成
り

立
っ
て
お
り
、
中
小
企
業
の

生
き
残
り
に
必
要

な
の
は
人
間
関
係

の
重
視
だ
」

　
―
こ
れ
ま
で
直

径
５

に
も
対
応

で
き
る
大
型
プ
レ

ス
や
自
由
鍛
造
で

は
国
内
最
大
級
の

１
万
５
０
０
０

プ
レ
ス
な
ど
を
導

入
し
ま
し
た
。
今

後
の
設
備
投
資
計

画
は
。

　
「
昨
年
は
省
エ
ネ
と
地
球

温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
主
力
工
場
の
信
楽
工
場

で
使
用
す
る
燃
料
の
一
部
を

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
か
ら
液
化
天
然
ガ

ス

Ｌ
Ｎ
Ｇ

に
切
り
替
え

た
。
投
資
額
は
専
用
タ
ン
ク

の
設
置
な
ど
で
約
１
億
５
０

０
０
万
円
。
省
エ
ネ
投
資
と

し
て
は
加
熱
炉
の
入
れ
替
え

な
ど
も
順
次
進
め
て
い
く
つ

も
り
だ
。
当
面
は
生
産
増
強

で
は
な
く
、
品
質
向
上
に
つ

な
が
る
投
資
が
中
心
と
な
る

だ
ろ
う
。
鍛
造
の
分
野
で
も

よ
り
最
終
製
品
に
近
い
形
で

の
納
品
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
従
来
で
は

合
格
品
も
少
し
の
ブ
レ
で
不

具
合
品
に
な
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
技
能
面
を
向
上

し
、
精
度
ア
ッ
プ
に
努
め
ね

ば
な
ら
な
い
」

　
―

年
は
ど
の
よ
う
な
年

に
な
り
ま
す
か
。

　
「
建
設
機
械
向
け
の
受
注

は
引
き
続
き
好
調
だ
ろ
う
。

た
だ
、
設
備
投
資
が
上
向
く

と
思
っ
た
ら
円
高
に
水
を
差

さ
れ
る
な
ど
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
以
降
は
い
つ
ど
う
な

る
の
か
先
行
き
が
読

み
づ
ら
い
。
風
力
発

電
な
ど
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
航
空
宇
宙
、

原
子
力
関
連
に
注
目

し
て
お
り
、
こ
う
し

た
分
野
か
ら
の
受
注

に
も
力
を
入
れ
た

い
。

年
は
創
業

周
年
、
飛
躍
の
年
に

し
た
い
」

　
―
２
０
１
０
年
の
事
業
環

境
は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
「
厳
し
い
経
済
環
境
下
も

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
や
二
次
電

池
の
検
査
装
置
な
ど
環
境
分

野
を
メ
ー
ン
に
需
要
が
伸
長

し
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
展
。
と
く
に

ア
ジ
ア
圏
を
中
心
と
し
た
新

興
国
市
場
が
堅
調
に
推
移
し

た
。

年
１
月
期
の
売
上
高

は

億
円
の
実
績
。
そ
の
勢

い
を
継
続
し
、

年
１
月
期

に
は
さ
ら
な
る
増
収
増
益
を

見
込
ん
で
い
る
」

　
―
御
社
が
有
す
る
商
品
開

発
の
強
み
と
は
。

　
「
当
社
の
強
み
は
各
種
製

品
開
発
の
た
め
に
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
レ
ー
ザ
ー
発
振
器

を
同
時
に
開
発
す
る
こ
と
。

具
体
的
に
は
波
長
や
パ
ル
ス

幅
、
パ
ワ
ー
な
ど
先
進
的
機

能
を
備
え
た
レ
ー
ザ
ー
発
振

器
を
製
造
す
る
こ
と
で
、
熱

影
響
の
少
な
い
微
細
精
密
や

高
速
化
な
ど
市
場
が
求
め
る

加
工
機
が
投
入
で
き
る
。
そ

の
た
め
の
開
発
投
資
は
年
間

４
―
５
億
円
。
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
を
堅
持
し
続
け
る
こ
と

は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
た
迅
速
な
製
品
化
に
つ
な

が
る
」

　
―
新
年
度
の
戦
略
は
。

　
「
市
場
で
当
社
の
ビ
ジ
ネ

ス
ス
タ
イ
ル
を
強
固
に
し
て

い
く
。
顧
客
と
の
信
頼
関
係

を
深
め
つ
つ
、
先
を
見
た
開

発
で
攻
め
の
経
営
を
貫
く
。

重
点
施
策
と
し
て

年
に
は

サ
ー
ビ
ス
中
心
で
あ
っ
た
海

外
拠
点
を
増
員
し
営
業
活
動

を
本
格
化
さ
せ
る
。
技
術
的

フ
ォ
ロ
ー
は
国
内
か
ら
的
確

に
行
い
海
外
市
場

で
も
製
造
販
売
一

体
の
経
営
基
盤
を

確
立
し
た
い
。
中

長
期
的
な
目
標
と

し
て
は
海
外
の
売

上
高
比
率
を

―

％
ま
で
高
め

年
１
月
期
を
め
ど

に
売
上
高
１
０
０

億
円
を
目
指
す
」

　
―
現
地
生
産
や

組
み
立
て
の
計
画
は
。

　
「
現
状
で
は
考
え
て
い
な

い
。
海
外
進
出
で
生
じ
る
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
面
か
ら
も

国
内
で
生
産
し
、
な
お
か
つ

利
益
を
得
る
こ
と
が
肝
要
。

つ
ね
に
高
水
準
な
技
術
開
発

に
尽
力
し
高
付
加
価
値
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
製
品
づ
く
り

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
国

際
競
争
力
が
求
め
ら
れ
る

中
、
国
内
企
業
間
で
競
い
合

い
利
潤
追
求
す
る
よ
り
は
、

互
い
の
利
点
を
生
か
し
た
協

業
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
勝
負
を

挑
む
こ
と
も
方
策
の
一
つ
だ

ろ
う
」

　
―
今
後
、
需
要
拡
大
が
見

込
め
る
市
場
と
は
。

　
「
環
境
分
野
で
は
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
関
連
で

市
場
拡
大
が
見
込
め
る
。
開

発
製
品
の
形
態
が
電
気
自
動

車

Ｅ
Ｖ

の
普
及
を
背
景

に
小
・
中
型
か
ら
中
・
大
型

へ
と
移
行
し
て
い
る
。
当
社

で
は
早
く
か
ら
製
品
を
開
発

し
対
応
は
万
全
だ
」

　
―
人
材
育
成
に
つ
い
て
。

　
「
普
遍
の
経
営
方
針
に
加

え
、
年
度
当
初
に
１
年
の
狙

い
を
定
め
た
基
本
方
針
を
掲

げ
る
。
こ
れ
を
各
部
署
ご
と

に
具
体
的
な
行
動
指
針
と
し

て
落
と
し
込
む
。
さ

ら
に
営
業
や
製
造
、

管
理
な
ど
全
部
門
で

独
自
の
ス
キ
ル
表
を

作
り
レ
ベ
ル
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

研
究
開
発
型
企
業
と

し
て
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
強
化
が
必
須
の

テ
ー
マ
だ
」

　
―
印
刷
業
界
で
は
構
造
変

化
が
起
き
て
い
ま
す
が
、
２

０
１
１
年
の
見
通
し
は
。

　
「

年
は
印
刷
産
業
界
が

新
し
く
飛
び
立
つ
年
。
業
界

は

年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
を
き
っ
か
け
に
、
急

激
に
変
化
し
て
き
た
。
大
量

印
刷
か
ら
多
品
種
少
量
印
刷

へ
の
流
れ
の
中
で
、

年
は

デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
元

年

と
言
え
る
。
日
本
は
欧

米
に
比
べ
、
デ
ジ
タ
ル
プ
リ

ン
タ
ー
の
浸
透
が
遅
れ
て
お

り
、
今
ま
で
は
準
備
期
間
と

し
て
顧
客
自
身
も
ど
う
使
う

か
模
索
し
て
い
た
。
今
後
は

デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
タ
ー
会
社

が
新
機
種
を
ど
ん
ど
ん
発
売

す
る
予
定
で
、
製
本
工
程
機

を
手
が
け
る
当
社
も
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
だ
」

　
―
顧
客
に
訴
求
す
る
自
社

の
強
み
は
。

　
「
印
刷
物
は
プ
リ
ン
タ
ー

で
で
き
る
が
、
一
般
消
費
者

は
製
本
の
仕
上
が
り
で
本
を

評
価
す
る
。
本
で
大
事
な
の

は
強
度
と
開
き
具
合
の
二

つ
。
接
着
剤
の
ポ
リ
ウ
レ
タ

ン
系

Ｐ
Ｕ
Ｒ

ホ
ッ
ト
メ

ル
ト
は
強
度
が
あ
り
、
接
着

層
を
薄
く
で
き
る
の
で
需
要

が
伸
び
て
い
る
。
だ
が
、
Ｐ

Ｕ
Ｒ
を
塗
る
前
の
下
準
備
で

精
度
が
変
わ
る
の
で
背
表
紙

に
な
る
部
分
を
平
ら
に
し
た

り
、
接
着
精
度
を
下
げ
る
紙

粉
を
取
り
除
い
た
り
す
る
技

術
が
重
要
で
、
当
社
は
そ
れ

ら
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今

後
は
、
製
本
で
の
納
期
短
縮

に
貢
献
す
る
た
め
、
自
動
化

に
対
応
し
た
製
本
工
程
機
を

積
極
的
に
開
発
し
て
い
く
」

　
―
中
国
市
場
で

の
展
開
を
積
極
化

し
て
い
ま
す
。

　
「
中
国
で
は
自

動
化
し
た
機
種
は

必
要
な
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
現
在

は
導
入
が
盛
ん
。

人
件
費
が
年
率

％
増
加
し
て
い
る

こ
と
や
、
一
人
っ

子
政
策
に
よ
る
人

手
不
足
な
ど
が
背
景
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

年

月

に
は
新
興
国
向
け
に
開
発
し

た
紙
折
り
機

Ａ
Ｆ
―
７
６

２
Ｋ
Ｌ
Ｌ

を
発
売
し
た

が
、
投
入
時
期
と
し
て
良
か

っ
た
。
日
本
製

高
級
品
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
で
評
価
は

高
い
」

　
―
電
子
書
籍
が
話
題
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
脅
威
は
。

　
「
本
で
は
情
報
だ
け
で
は

な
く
、
作
者
の
思
い
や
感
性

が
伝
わ
る
と
い
っ
た
点
で
電

子
書
籍
と
差
別
化
で
き
る
。

ま
た
、
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る

と
紙
は
最
も
環
境
に
良
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

だ
。
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
は
圧
倒
的
に
低

く
資
源
保
護
や
リ
サ
イ
ク
ル

に
も
つ
な
が
る
」

　
―
事
業
で
重
視
す
る
点
や

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
。

　
「
企
業
の
繁
栄
は
商
品
開

発
に
か
か
っ
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
は
ソ
フ
ト
に
比
重
が
か

か
る
。
機
械
的
な
こ
と
は
経

験
で
高
め
ら
れ
る
が
、
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
な
ど
は
進
歩
が
早

く
、
入
社
２
―
３
年
の
社
員

が
勉
強
し
て
新
製
品
が
で
き

て
い
る
。
ま
た
、
海
外

人
材
の
育
成
も
重
要
。

海
外
営
業
担
当
な
ど
は

英
語
能
力
テ
ス
ト

Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ

で
目
標
点

数
を
掲
げ
て
受
験
し
て

い
る
。
本
人
の
自
覚
が

大
事
だ
が
、
日
々
の
日

常
業
務
の
中
で
、
や
る

気
を
起
こ
さ
せ
る
人
事

管
理
を
進
め
る
」


